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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 28日 (2004.5.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 さ ま ざ ま な 部 位 か ら な る 回 収 Ｐ Ｅ Ｔ 粉 砕 品 を 完 全 に 分 解 す る に は 、 反 応 分
解 の 最 も 遅 い 部 位 を 完 全 に 分 解 す る こ と が で き る だ け の 時 間 を か け な け れ ば な ら な い 。 つ
ま り 、 反 応 分 解 の 速 い 部 位 に つ い て は 、 反 応 分 解 終 了 後 も 反 応 分 解 の 最 も 遅 い 部 位 の た め
に 継 続 す る こ と に な る の で 、 処 理 効 率 が 悪 く 、 か つ 総 合 的 に 熱 経 済 上
も 不 利 に な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 固 液 分 離 ・ 溶 解 ・ 不 純 物 除 去 工 程 ）
　 反 応 分 解 工 程 で 生 成 し た テ レ フ タ ル 酸 塩 と Ｅ Ｇ と を 含 有 す る 反 応 分 解 ス ラ リ ー は 、 ポ ン
プ や 輸 送 管 な ど に よ り 、 固 液 分 離 ・ 溶 解 ・ 不 純 物 除 去 機 、 例 え ば 、 図 ３ に 詳 細 を 示 す 水 平
ベ ル ト 型 真 空 ろ 過 溶 解 機 １ ０ ２ に 送 る （ 図 １ の 水 平 ベ ル ト 型 真 空 ろ 過 機 １ ０ ２ は 模 式
的 に 示 し て あ る ） 。 こ の 水 平 ベ ル ト 型 真 空 ろ 過 溶 解 機 １ ０ ２ は 、 そ の ろ 過 セ ク シ ョ ン で 、
前 記 反 応 分 解 ス ラ リ ー か ら Ｅ Ｇ を 分 離 す る 。 分 離 の 詳 細 な 方 法 は 、 次 述 す る が 、 こ れ に よ
ら ず 、 遠 心 分 離 機 な ど の 分 離 機 に よ り 行 う こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 中 和 槽 １ １ ４ に お い て は 、 酸 を 添 加 す る と 、 瞬 時 に 中 和 反 応 が 起 こ り 、 テ レ フ タ ル 酸 の
微 少 な 結 晶 が 生 成 す る が 、 こ の 微 小 な 結 晶 の 集 合 体 は 、 未 反 応 の 酸 を 内 部 に 包 合 し て し ま
う 。 そ し て 、 こ の 内 部 に 包 合 し た 酸 は 、 析 出 槽 １ ０ ５ に お い て 内 部 よ り 浸 出 し 、 時 間 が 遅
れ 再 度 中 和 反 応 を 起 こ す こ と に な る 。 こ の こ と は 、 ｐ Ｈ 調 、 テ レ フ タ ル 酸 の 生 成 に と っ
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て 障 害 と な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 か か る 事 態 を 防 止 す る た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 和 槽 １ １ ４ に お い て 、 撹 拌
機 １ １ ４ Ａ に よ る 撹 拌 と 同 時 に 、 付 設 し た 超 音 波 発 生 装 置 １ １ ４ Ｂ に よ っ て 、 超 音 波 に よ
る 微 振 動 を テ レ フ タ ル 酸 の ス ラ リ ー に 起 こ さ せ る と よ い 。 こ れ に よ り 、 テ レ フ タ ル 酸 微 小
結 晶 に よ る 酸 の 包 合 を 防 す る こ と が で き 、 ｐ Ｈ 調 整 が よ く な る の で 、 テ レ フ タ ル 酸 の 生
成 が よ く な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 中 和 槽 １ １ ４ に お い て は 、 撹 拌 機 １ １ ４ Ａ に よ り 撹 拌 し て い る 状 態 で 、 酸 （ 硫 酸 ） を 撹
拌 軸 内 に 供 給 し 、 こ の 撹 拌 軸 内 と 連 通 す る 撹 拌 羽 根 １ １ ４ Ｃ の 軸 １ １ ４ Ｄ 内 を 通 し て テ レ
フ タ ル 酸 塩 水 溶 液 （ テ レ フ タ ル 酸 の ス ラ リ ー ） 中 に 噴 出 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 撹 拌 及 び 混
合 効 果 が 高 い も の と な る 。 結 果 、 単 に 酸 （ 硫 酸 ） を 中 和 槽 １ １ ４ の 上 部 よ り 供 給 す る 場 合
よ り 、 テ レ フ タ ル 酸 微 小 結 晶 に よ る 酸 の 包 合 防 効 果 が 大 き く な り 、 テ レ フ タ ル 酸 の 結 晶
粒 径 が 均 一 化 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 図 ２ 】
　 横 型 反 応 装 置 の 概 念 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ８ 】
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